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９
月
24
日
は
新
議
場（
大
和

町
）の
開
場
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
重
厚
的
な
旧
議
場
に
比
べ
、

新
議
場
は
全
体
的
に
落
ち
着
い

た
色
調
で
統
一
さ
れ
、
効
率
的

な
議
会
運
営
に
必
要
な
機
械
装

置
や
、
論
点
が
よ
り
明
確
に
な

る
一
問
一
答
方
式
を
行
え
る
質

問
席
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
身

近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

改
革
を
推
進
す
る
本
市
議
会
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

　
第
３
回
定
例
会
の
最
終
日

で
あ
っ
た
９
月
15
日
、
新
庁

舎
へ
の
移
転
に
伴
い
、
昭
和

38
年
12
月
か
ら
審
議
・
議
決

を
行
っ
て
き
た
議
場
を
閉
場

す
る
こ
と
に
な
り
、
定
例
会

終
了
時
に
閉
場
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
旧
議
場（
下
高
津
）で
は
52

年
、
24
人
の
議
長
の
も
と
、

207
回
の
定
例
会
、
117
回
の
臨

時
会
、
合
わ
せ
て
324
回
の
議

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
５
千

204
件
、
認
定
109
件
、
諮
問
49

件
、
議
員
提
出
議
案
263
件
、

計
６
千
743
件
の
審
議
が
行
わ

れ
、
一
般
質
問
で
は
延
べ
２

千
401
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

熱
い
議
論
を
繰
り
広
げ
て
き

ま
し
た
。

閉
場
式
・
開
場
式
を
行
い
ま
し
た

土浦駅前に移転し新たな歴史刻む！！土浦駅前に移転し新たな歴史刻む！！

▲閉場式にて旧議場に感謝の気持ちを込め一礼する議員

旧議場新議場



　
平
成
27
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
１
日
か
ら
15
日
ま

で
の
15
日
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
土
浦
市
個
人
情
報
保
護
条

例
な
ど
の
一
部
改
正
や
、
平

成
27
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
、
市
長
か
ら
18
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
慎
重
に
審
議

し
、
そ
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
市
民
か
ら

提
出
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
関
す
る
請
願
書
」
の
採
否

　
今
定
例
会
で
は
、
請
願
が

１
件
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

受
理
番
号
13
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
に

関
す
る
請
願
書

【
請
願
内
容
】

○
農
林
水
産
分
野
の
重
要
５

品
目
な
ど
の
聖
域
の
確
保
を

最
優
先
し
、
交
渉
脱
退
も
含

め
衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委

員
会
に
お
け
る
国
会
決
議
を

に
つ
い
て
は
、
付
託
先
で
あ

る
環
境
経
済
委
員
会
で
審
議

さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
８
日
、
９
日
、
10

日
の
３
日
間
で
一
般
質
問
が

行
わ
れ
、
13
人
の
議
員
が
執

行
部
（
市
長
等
）
に
対
し
市

政
一
般
に
つ
い
て
問
い
（
詳

細
は
３
頁
か
ら
）
、
２
名
の

議
員
が
議
案
質
疑
、
３
名
の

議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

審
議
し
同
意
し
た
ほ
か
、
前

年
度
の
決
算
関
係
議
案
を
審

査
す
る
た
め
の
決
算
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
総
務
・

文
教
厚
生
・
環
境
経
済
・
都

市
建
設
委
員
会
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
２
名
を
選
出
し
、
10
月
20

日
か
ら
審
査
を
行
い
ま
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員

　
　
佐
　
野
　
光
　
男
　
氏
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全
議
案
原
案
可
決
！

議
案
質
疑
と
は

　
議
案
に
は
執
行
部
か
ら
提

出
さ
れ
る
も
の
と
議
員
か
ら

提
出
さ
れ
る
も
の
（
議
員
提

出
議
案
）
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
提
出
者
に
議
案
の
内
容

や
理
由
な
ど
の
疑
問
点
や
不

明
な
点
を
尋
ね
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
２
名
の
議

員
か
ら
議
案
質
疑
が
出
さ

れ
、
議
案
の
内
容
に
つ
い
て

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
議
案
名
の
み
掲
載
）

【
竹
内
　
裕
議
員
】

○
議
案
第
64
号
　
土
浦
市
個

人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
議
案
第
65
号
　
土
浦
市
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
議
案
第
66
号
　
土
浦
市
印

鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

【
柏
村
忠
志
議
員
】

○
議
案
第
75
号
　
土
浦
駅
前

北
地
区
第
１
種
市
街
地
再

開
発
事
業
施
設
建
築
物
新

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

委 

員 

長
　
　
小
坂
　
博

副
委
員
長
　
　
平
石
　
勝
司

委
　
　
員
　
　
勝
田
　
達
也

委
　
　
員
　
　
井
上
　
圭
一

委
　
　
員
　
　
塚
原
　
圭
二

委
　
　
員
　
　
島
岡
　
宏
明

委
　
　
員
　
　
下
村
　
壽
郎

委
　
　
員
　
　
川
原
場
明
朗

議
　案
　質
　疑

決
算
特
別
委
員
会

討
論
と
は

　
議
案
に
対
し
て
賛
成
か
反

対
の
自
己
の
意
見
を
述
べ
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
討
論
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
議
案
に
つ
い
て
、
自
分

の
考
え
と
異
な
る
議
員
や
表

決
態
度
の
未
定
の
議
員
か
ら

自
分
の
考
え
に
つ
い
て
、
同

調
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
議
案
の
可
否
に
つ
い
て

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
３
名
の
議

員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

【
井
上
圭
一
議
員
】

○
議
案
第
64
号
　
土
浦
市
個

人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
反
対
）

○
議
案
第
65
号
　
土
浦
市
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
反
対
）

○
議
案
第
66
号
　
土
浦
市
印

鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
反
対
）

○
議
案
第
68
号
　
平
成
27
年

度
土
浦
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
反
対
）

【
竹
内
　
裕
議
員
】

○
議
案
第
64
号
　
土
浦
市
個

人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
反
対
）

○
議
案
第
65
号
　
土
浦
市
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
反
対
）

○
議
案
第
66
号
　
土
浦
市
印

鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
反
対
）

【
柏
村
忠
志
議
員
】

○
議
案
第
75
号
　
土
浦
駅
前

北
地
区
第
１
種
市
街
地
再

開
発
事
業
施
設
建
築
物
新

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
（
反
対
）

討
　
　論

＜第３回＞
定例会で
決まったこと

請
願
の
結
果

順
守
す
る
こ
と
。

○
交
渉
に
よ
り
収
集
し
た
情

報
に
つ
い
て
、
国
民
に
充
分

な
情
報
開
示
を
行
う
こ
と
。

【
環
境
経
済
委
員
長
報
告
】

　
委
員
会
の
審
査
に
お
い
て
、

請
願
趣
旨
に
対
し
一
部
賛
同

で
き
な
い
と
し
た
意
見
が
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
現
在
交
渉

は
中
断
し
て
お
り
、
国
の
動

向
を
注
視
す
べ
き
と
の
理
由

か
ら
、
継
続
審
査
を
求
め
る

意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら

継
続
審
査
に
つ
い
て
諮
っ
た

結
果
、
全
会
一
致
で
継
続
審

査
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
賛
　
　
成

反
　
　
対

平
石
　
勝
司

吉
田
千
鶴
子

荒
井
　
　
武

福
田
　
一
夫

井
上
　
圭
一

久
松
　
　
猛

勝
田
　
達
也

塚
原
　
圭
二

島
岡
　
宏
明

今
野
　
貴
子

下
村
　
壽
郎

鈴
木
　
一
彦

小
坂
　
　
博

篠
塚
　
昌
毅

柴
原
伊
一
郎

海
老
原
一
郎

栁
澤
　
　
明

矢
口
　
　
清

吉
田
　
博
史

寺
内
　
　
充

柏
村
　
忠
志

川
原
場
明
朗

竹
内
　
　
裕

内
田
　
卓
男

矢
口
　
迪
夫

折
本
　
　
明

沼
田
　
義
雄

松
本
　
茂
男

議案第６４号　土浦市個人情報保護条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 23 4
議案第６５号　土浦市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 23 4
議案第６６号　土浦市印鑑条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 23 4
議案第６８号　平成２７年度土浦市一般会計補正予算 (第３回 ) ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 24 3
議案第７５号　土浦駅前北地区第一種市街地再開発事業施設建築物新築工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 1

賛成…○　反対…×　※賛否が分かれた案件のみを掲載。　※議長（矢口清）は採決に加わらない。

議員名

議案名

議案等議決結果

各議員の議案に対する賛否の状況

議案番号等 件　　　　名 上程年月日 議決年月日 結果

会期の件 27. 9. 1 27. 9. 1 原案可決

報告第 22 号 専決処分の承認について（平成２７年度土浦市一般会計補正予算（第２回）） 27. 9. 1 27. 9. 1 承　　認

報告第 23 号 専決処分の報告について（和解について） 27. 9. 1 27. 9. 1 報　　告

報告第 24 号 専決処分の報告について（和解について） 27. 9. 1 27. 9. 1 報　　告

報告第 25 号 専決処分の報告について（和解について） 27. 9. 1 27. 9. 1 報　　告

報告第 26 号 専決処分の報告について（和解について） 27. 9. 1 27. 9. 1 報　　告

報告第 27 号 土浦市土地開発公社の平成２６年度経営状況について 27. 9. 1 27. 9. 1 報　　告

報告第 28 号 一般財団法人土浦市産業文化事業団の平成２６年度経営状況について 27. 9. 1 27. 9. 1 報　　告

報告第 29 号 一般財団法人土浦市農業公社の平成２６年度経営状況について 27. 9. 1 27. 9. 1 報　　告

報告第 30 号 株式会社ラクスマリーナの平成２６年度経営状況について 27. 9. 1 27. 9. 1 報　　告

議案第 64 号
土浦市個人情報保護条例の一部改正について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

内容 マイナンバー制度の実施に伴う所要の改正で、個人の名前・所得など、これまでの個人情報に加え、１２ケ
タの番号によるマイナンバーが付された個人情報を「特定個人情報」と定義し条例で規定。

議案第 65 号

土浦市手数料条例の一部改正について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

内容
マイナンバー制度の実施に伴う改正で、「通知カード」と「個人番号カード」についての再交付手数料を設定
するほか、住民票や印鑑登録証明書、個人の課税証明書などのコンビニ交付手数料を設定。個人番号カード
の交付開始に伴い「住民基本台帳カード」の手数料を廃止する。

議案第 66 号
土浦市印鑑条例の一部改正について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

内容 マイナンバー制度の実施に伴い、印鑑登録証明書について「個人番号カード」を利用してコンビニで交付が
できるよう交付根拠の規定を追加。

議案第 67 号 土浦市営住宅条例の一部改正について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

議案第 68 号
平成２７年度土浦市一般会計補正予算（第３回） 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

内容 歳入歳出それぞれ 7913 万 4000 円を追加し、総額 595 億 1766 万 4000 円とするもの。

議案第 69 号 平成２７年度土浦市介護保険特別会計補正予算（第１回） 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

議案第 70 号 清掃センター基幹的設備改良工事請負契約の締結について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

議案第 71 号 土浦駅西口広場改修工事（その２）請負契約の締結について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

議案第 72 号 消防本部新消防庁舎整備建築主体工事請負契約の締結について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

議案第 73 号 消防本部新消防庁舎整備外構工事請負契約の締結について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

議案第 74 号 川口運動公園野球場ナイター照明設備工事請負契約の締結について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

議案第 75 号

土浦駅前北地区第一種市街地再開発事業施設建築物新築工事請負契約の締結
について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

内容 土浦駅前北地区第１種市街地再開発事業施設建築物（図書館等）新築工事について請負契約を締結するもの。

議案第 76 号 土浦駅前北地区土浦駅北通り線整備工事請負契約の締結について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

議案第 77 号 市道の路線の認定について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

議案第 78 号 市道の路線の変更について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

議案第 79 号
訴えの提起について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

内容 差押えを行った市税滞納者の消費者金融業者に対する過払金返還請求権について履行に応じない業者に対す
る訴えを提起するもの。

議案第 80 号
訴えの提起について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

内容 議案第７９号同様。

議案第 81 号
訴えの提起について 27. 9. 1 27. 9.15 原案可決

内容 宍塚大池の不法建築物について建物収去及び土地明け渡しを求める訴えを提起するもの。

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 27. 9.15 27. 9.15 推　　薦

認定第１号 平成２６年度土浦市歳入歳出決算の認定について 27. 9.15 27. 9.15 継続審査

認定第２号 平成２６年度土浦市水道事業会計決算の認定について 27. 9.15 27. 9.15 継続審査

報告第 31 号 平成２６年度決算に基づく健全化判断比率の報告について 27. 9.15 27. 9.15 報　　告

報告第 32 号 平成２６年度決算に基づく資金不足比率の報告について 27. 9.15 27. 9.15 報　　告

土浦市議会決算特別委員会の設置について 27. 9.15 27. 9.15 原案可決

土浦市議会決算特別委員会の選任について 27. 9.15 27. 9.15 選　　任

閉会中の事務調査について 27. 9.15 27. 9.15 原案可決

※色付き部分は賛否が分かれた案件



Ａ
【
市
長
公
室
長
】

　
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
で

は
、
毎
年
、
都
道
府
県
及
び

国
内
１
千
の
市
区
町
村
を
対
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Ａ
【
教
育
長
】

　
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、

現
在
小
学
４
年
生
以
上
の
全

小
中
学
生
を
対
象
と
し
、
毎

年
５
月
に
携
帯
電
話
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持
や
利

用
頻
度
等
に
つ
い
て
生
活
実

態
調
査
を
実
施
し
、
状
況
を

把
握
し
て
い
る
。
そ
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
保
護
者
に

伝
え
共
通
認
識
を
持
つ
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
今
後
は
メ
デ
ィ
ア
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
、
小
学
校
低

学
年
へ
の
調
査
対
象
の
拡
大

や
調
査
項
目
の
内
容
を
検
討

し
、
児
童
生
徒
の
現
状
把
握

に
努
め
、
よ
り
よ
い
人
格
形

成
の
た
め
の
指
導
に
活
か
し

た
い
。

　
対
応
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
等
を
使
い
始
め
る
前
後

の
指
導
が
重
要
に
な
る
た
め
、

入
学
説
明
会
や
保
護
者
会
等

に
お
い
て
、
家
庭
に
お
け
る

メ
デ
ィ
ア
利
用
の
ル
ー
ル
作

り
を
指
導
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
土
浦
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
で
も
研
修
を

行
う
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校

が
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
時
代
と
と
も
に
社
会
制
度

や
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
は
変
化
し
て
い
る
が
、

そ
の
変
化
に
学
校
や
保
護
者

と
と
も
に
柔
軟
か
つ
適
切
に

対
応
し
た
い
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
に
は
人

と
人
と
が
顔
を
合
わ
せ
て
関

わ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
実
感
さ
せ
な
が
ら
、

「
人
の
心
が
わ
か
る
心
」
を

も
っ
た
児
童
生
徒
を
育
成
す

る
た
め
に
今
後
と
も
努
力
し

て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化

に
つ
い
て
　

・
介
護
保
険
補
足
給
付
に
つ

い
て

Ａ
【
建
設
部
長
】

　
歩
行
帯
の
カ
ラ
ー
舗
装
化

は
、
道
路
の
幅
員
が
狭
い
、

歩
道
の
設
置
が
困
難
な
場
所

に
お
い
て
、
歩
行
者
の
通
行

場
所
の
確
保
の
た
め
に
道
路

を
カ
ラ
ー
舗
装
化
す
る
も
の

で
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
帯
に
つ

い
て
は
、
道
路
の
端
に
グ

リ
ー
ン
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
グ
リ
ー
ン
帯
等
の
設

置
は
、
外
側
線
の
さ
ら
に
外

側
へ
の
設
置
と
な
る
。
ま
た
、

一
般
的
な
道
路
に
お
い
て
は

車
道
部
分
で
幅
員
４
ｍ
の
確

保
と
、
道
路
両
側
に
外
側
線

が
引
か
れ
た
幅
75
㎝
の
路
肩

の
確
保
が
必
要
な
た
め
、
道

路
幅
員
が
５
．
５
ｍ
以
上
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件

と
な
る
。
　

　
市
内
の
通
学
路
の
中
に
は

外
側
線
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
幅
員
の
狭
い
道
路
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
安
全
対
策

と
し
て
こ
れ
ま
で
道
路
に

「
学
童
注
意
」
や
「
通
学
路

注
意
」
な
ど
の
路
面
標
示
を

行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注

意
喚
起
を
促
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
帯
は

通
学
時
に
お
い
て
視
覚
的
に

子
ど
も
た
ち
の
通
行
の
誘
導

に
も
な
り
、
通
学
路
の
安
全

対
策
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
今
後
道
路
幅

員
が
５
．
５
ｍ
に
満
た
な
い

通
学
路
に
お
い
て
は
、
路
面

一一一一一一一一一

質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
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Ｑ
　
小
中
学
生
の
メ

デ
ィ
ア
等
と
の
過

剰
な
接
触
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、

児
童
生
徒
・
低
学

年
保
護
者
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
等
に
よ
る
実
態

調
査
と
必
要
な
対

応
の
検
討
に
つ
い

て
伺
う
。

Ｑ
　
通
学
路
に
グ
リ

ー
ン
帯
ま
た
は
カ

ラ
ー
舗
装
化
す
る

た
め
の
条
件
と
は
。

柏　村　忠　志

Ｑ
　
消
防
本
部
消
防

長
を
消
防
職
員
か

ら
昇
進
人
事
を
行

わ
な
い
の
は
な
ぜ

か
。市
長
の
見
解
を

問
う
。

Ｑ
　
地
域
型
保
育
へ

の
移
行
、
認
可
外
保

育
施
設
へ
の
運
営

助
成
事
業
に
つ
い

て
伺
う
。

Ｑ
　
土
浦
の
魅
力
度

ア
ッ
プ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
【
市
長
】

　
本
市
の
消
防
長
に
つ
い
て

は
、
市
の
条
例
に
よ
り
任
命

で
き
る
資
格
を
持
つ
者
を
、

消
防
職
員
で
は
消
防
本
部
次

長
、
消
防
署
長
又
は
本
部
の

課
長
の
職
に
１
年
以
上
在
職

し
た
者
、
行
政
職
で
は
部
長

そ
の
他
の
部
長
同
等
職
以
上

の
職
に
２
年
以
上
在
職
し
た

者
と
さ
れ
て
い
る
。

　
消
防
長
を
は
じ
め
と
す
る

部
長
職
等
の
幹
部
職
員
の
重

Ａ
【
保
健
福
祉
部
長
】

　
地
域
型
保
育
事
業
の
認
可

に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に

策
定
し
た
土
浦
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
お

い
て
「
０
歳
児
の
保
育
必
要

量
の
見
込
み
が
あ
り
、
そ
の

確
保
方
策
と
し
て
地
域
型
保

育
事
業
の
開
設
を
見
込
ん
で

い
る
」
こ
と
か
ら
、
事
業
者

か
ら
申
請
が
あ
り
認
可
基
準

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
積
極

的
に
認
可
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
９
月
１
日
現

在
、
認
可
外
保
育
施
設
４
施

設
が
地
域
型
保
育
事
業
へ
移

行
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
認
可
外
保
育
施

設
設
置
者
に
対
し
て
地
域
型

保
育
事
業
の
説
明
会
を
行
う

な
ど
制
度
の
周
知
に
努
め
る

一
般
質
問
と
は
、
市
政
全
般
（
一

般
）
に
つ
い
て
市
長
な
ど
の
執
行

部
の
考
え
、
方
針
を
質
問
す
る
こ

と
で
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
質
問

を
一
つ
取
り
上
げ
要
旨
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

井　上　圭　一

標
示
と
合
わ
せ
、
段
差
が
な

い
な
ど
歩
行
に
支
障
が
生
じ

な
い
道
路
に
お
い
て
、
警
察

や
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
検
討
し
て
い
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
分
別
収
集
に
際
し
、
低
所

得
者
、
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
等
は
。

・
小
松
坂
下
の
南
北
方
向
に

右
折
信
号
の
設
置
を
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
前

提
の
運
営
委
員
会
の
認
定

条
件
は
。

・
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
。

・
中
心
市
街
地
転
入
に
際
す

る
家
賃
補
助
に
つ
い
て

・
自
治
体
が
平
和
構
築
の
中

心
に
な
る
べ
き
で
は
。

用
に
あ
た
っ
て
は
、
全
庁
的

な
政
策
形
成
に
参
画
し
、
市

政
の
方
針
を
実
行
す
る
能
力

を
備
え
て
い
る
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
資
格
保
有
者
の
中
か

ら
消
防
組
織
を
統
括
し
、
企

画
・
運
営
し
て
い
く
う
え
で

相
応
し
い
と
考
え
た
職
員
を

消
防
長
に
任
命
し
て
い
る
わ

け
で
、
結
果
と
し
て
、
平
成

19
年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
は

行
政
職
出
身
者
を
任
命
し
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
安
倍
首
相
の
「
戦
後
70
年

談
話
」
市
長
の
評
価
は
。

・
市
長
は
つ
く
ば
市
と
の
合

併
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

・
市
長
は
４
期
目
を
続
投
す

る
に
あ
た
り
最
重
点
政
策

は
何
か
。

竹　内　　　裕

こ
と
で
移
行
を
奨
励
し
、
制

度
上
の
運
営
助
成
を
活
用
し

て
保
育
の
質
の
向
上
を
目
指

し
た
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
夜
間
専

門
の
認
可
外
保
育
施
設
等
、

地
域
型
保
育
事
業
へ
の
移
行

が
難
し
い
施
設
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
行
の
認
可
外
保
育

施
設
へ
の
運
営
助
成
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
検
討
し

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
第
74
回
国
民
体
育
大
会
の

対
策

・
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
プ
ラ
ン
の
対
応
に

つ
い
て

平　石　勝　司

象
に
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
を

発
表
し
て
い
る
。
本
市
は
県

内
で
９
位
、
全
国
で
612
位
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で

は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
プ
ラ
ン
を
年
度
内
に
策

定
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
魅
力
度
の
向
上
を
図
る

べ
く
、
基
本
的
な
方
針
や
重

点
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
施
策
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ま
た
、
議
員

ご
提
案
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

起
用
な
ど
も
含
め
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
市
民
を
含
め
た

オ
ー
ル
土
浦
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
、
観
光
に
来
た
方
へ
の
お

も
て
な
し
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
の
事
業
で
は
市

民
レ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
「
ま
ち

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
開
設

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
観
光
資
源
と
し
て

取
り
上
げ
て
き
た
も
の
以
外

に
も
、
魅
力
的
な
地
域
資
源

を
市
民
目
線
で
発
掘
し
、
市

民
に
よ
る
土
浦
の
自
慢
し
た

い
も
の
を
市
内
外
に
発
信

し
、
土
浦
に
行
っ
て
み
た
い
、

暮
ら
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
市
民
と
協

働
で
取
り
組
み
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
有

権
者
の
投
票
率
向
上
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

・
コ
ン
ビ
ニ
健
診
の
推
進
に

つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
受
付
け

　
請
願
・
陳
情
は
常
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、
定
例
会
で
取
り
扱

う
も
の
は
、
定
例
会
招
集
日
の
４

日
前
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に

限
り
ま
す
。

【
市
民
の
み
な
さ
ま
へ
】

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
あ
い
さ

つ
状
を
出
す
こ
と
や
、
寄
附
等
の

行
為
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

請
願
・
陳
情
っ
て
？

　請
願
・
陳
情
と
は
、
国
民
が
国
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し一定
の
希

望
を
述
べ
る
こ
と
を
い
い
、
内
容
に
つい
て
法
上
何
ら
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
市
議
会
に
お
い
て
取
り
扱
い
方
は
同
じ
で
す
が
、
請
願
と
し
て

提
出
す
る
場
合
、
必
ず
議
員
の
紹
介
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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Ａ
【
市
長
】

　
市
庁
舎
の
ま
ち
な
か
移
転

は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え

る
た
め
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
充
実
を
図
り
、
さ
ら

に
は
中
心
市
街
地
活
性
化
の

中
核
施
設
と
し
て
の
役
割
を

担
う
べ
く
、
市
民
交
流
ス

ペ
ー
ス
や
ウ
ラ
ラ
広
場
へ
の 沼　田　義　雄

Ｑ
　
新
庁
舎
開
庁
後

の
周
辺
地
域
及
び

の
発
展
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
問
う
。

Ａ
【
教
育
長
】

　
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
指

導
は
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
人

格
の
よ
り
よ
い
発
達
を
目
指

す
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
社

会
の
一
員
と
し
て
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

Ｑ
　
中
学
校
に
お
け

る
生
徒
指
導
に
つ

い
て
伺
う
。

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。

　
中
学
校
で
は
発
達
段
階
の

特
徴
か
ら
、
不
登
校
や
生
徒

間
や
教
師
へ
の
暴
力
行
為
、

校
舎
や
公
共
の
設
備
等
の
器

物
破
損
、
い
じ
め
、
万
引
き

な
ど
の
問
題
行
動
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
対
応
と
し
て
、

本
市
で
は
学
級
担
任
だ
け
で

な
く
管
理
職
、
生
徒
担
当
指

導
、
教
育
相
談
担
当
、
学
年

主
任
、
養
護
教
諭
な
ど
校
内

の
教
職
員
の
ほ
か
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
教

室
相
談
員
な
ど
の
外
部
の
専

門
家
等
を
活
用
し
、
学
校
と

し
て
組
織
的
に
対
応
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
各
中
学
校
で
は
、

校
内
の
生
徒
の
情
報
を
共
有

す
る
た
め
、
毎
週
生
徒
指
導

部
会
の
時
間
を
設
け
生
徒
に

関
す
る
情
報
交
換
を
行
っ
た

り
、
問
題
行
動
へ
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
中
学
校
間
の
連

携
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
各

中
学
校
の
生
徒
指
導
担
当
者

な
ど
に
よ
る
連
絡
協
議
会
を

毎
月
実
施
し
、
生
徒
指
導
の

情
報
交
換
や
課
題
解
決
の
た

め
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
最
近
、
全
国
的
に
い
じ
め

に
よ
る
事
件
が
報
道
さ
れ
社

大
屋
根
整
備
な
ど
、
交
流
拠

点
施
設
と
し
て
の
改
修
・
整

備
も
一
体
的
に
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
新
庁
舎
を
は
じ
め
、

新
図
書
館
整
備
な
ど
を
主
軸

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
た
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

は
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る

都
市
機
能
の
増
進
及
び
経
済

活
力
の
向
上
を
、
総
合
的
か

つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、

平
成
26
年
３
月
28
日
に
内
閣

総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
、

平
成
26
年
度
か
ら
５
年
間
の

中
で
各
種
活
性
化
施
策
を
集

中
的
か
つ
効
果
的
に
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
中
心
市
街

地
の
再
生
を
図
る
も
の
で
あ

る
。

　
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
職

員
が
約
660
名
、
来
庁
者
は
一

日
平
均
で
約
１
千
500
名
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
日

は
毎
日
２
千
名
以
上
が
土
浦

駅
前
に
足
を
運
ぶ
こ
と
と
な

る
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
に
は
商
業

施
設
が
入
居
す
る
と
と
も
に
、

昨
年
度
創
設
し
た
ま
ち
な
か

定
住
促
進
事
業
や
空
き
店
舗

へ
の
開
業
支
援
事
業
、
平
成

29
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
新

図
書
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
整
備

な
ど
の
効
果
か
ら
、
交
流
人

口
増
加
に
よ
る
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
が
図
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
も
、
集
約
型
都
市
構

造
へ
の
転
換
に
よ
る
質
の
高

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
新
庁
舎
開
庁
を
契
機

と
し
て
中
心
市
街
地
の
再
生

に
大
き
く
弾
み
を
つ
け
、
定

Ａ
【
市
民
生
活
部
長
】

　
安
心
・
安
全
な
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
防
犯

対
策
を
展
開
す
る
こ
と
は
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現

を
図
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
平
成
16
年
度

に
「
土
浦
市
安
心
で
安
全
な 塚　原　圭　二

Ｑ
　
市
民
生
活
と
財

産
を
守
り
、
安
心
・

安
全
な
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
、
犯
罪
が

多
発
し
て
い
る
現

在
、
土
浦
市
で
は
今

後
の
防
犯
対
策
を

ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定

し
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政

が
一
体
と
な
り
各
種
防
犯
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
市
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
平

成
15
年
の
4
，1
9
4
件
を

ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
平

成
26
年
に
は
2
，2
5
9
件
と

ピ
ー
ク
時
か
ら
ほ
ぼ
半
減
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
防
犯

対
策
と
し
て
は
、
県
内
一
の

結
成
率
を
誇
る
167
町
内
の
自

主
防
犯
組
織
に
お
い
て
、
約

7
千
名
の
市
民
の
方
々
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。
市
で
は
、
実
践

的
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習

会
を
開
催
し
、
組
織
の
育
成

や
活
性
化
を
支
援
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
防
犯
出
前
講
座

や
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
通
し
て
、
積
極
的
に
市
民

の
方
々
の
防
犯
意
識
向
上
に

も
務
め
て
い
る
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
人
の
目

に
よ
る
防
犯
活
動
を
補
う
役

割
を
担
う
防
犯
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、

駅
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が

利
用
す
る
公
共
の
場
所
18
箇

所
に
、
現
在
、
36
台
の
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
荒
川
沖
地
区
へ

２
台
を
追
加
で
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
設
置
し
た

カ
メ
ラ
の
効
果
を
検
証
す
る

と
と
も
に
、
土
浦
警
察
署
や

地
域
町
内
会
等
と
設
置
の
必

要
性
を
協
議
し
な
が
ら
方
向

性
を
見
定
め
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
、
JR
荒
川
沖
駅
・

神
立
駅
前
へ
の
「
防
犯
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
ば
ん
」
整

備
に
よ
る
地
域
や
警
察
署
と

の
連
携
、
町
内
会
等
の
団
体

が
主
体
と
な
っ
た
防
犯
灯
の

設
置
と
維
持
管
理
に
お
け
る

住
人
口
や
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
・

事
業
者
・
関
係
団
体
等
と
協

働
に
よ
り
、
周
辺
の
発
展
に

も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
蓮
河
原
地
区
の
開
発
に
つ

い
て

・
プ
ロ
パ
ス
ト
跡
地
の
利
活

用
に
つ
い
て

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
で
は
「
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
」
を
策
定
、

ま
た
、
各
学
校
に
お
い
て

「
学
校
の
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
」
を
策
定
し
、
い
じ
め

な
ど
に
適
切
に
対
応
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
本
市
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
学
校
は
も
ち
ろ

ん
の
一
員
と
し
て
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
教

育
を
進
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て

福　田　一　夫

　
今
後
も
引
き
続
き
、
犯
罪

発
生
の
抑
制
に
向
け
た
様
々

な
防
犯
対
策
に
努
め
て
い
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
災
害
発
生
時
の
情
報
発
信

方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
と
今
後
に

つ
い
て

Ｑ
　
乙
戸
沼
上
流
周

辺
地
域
水
害
対
策

並
び
に
乙
戸
川
改

修
に
つ
い
て
一
体

的
な
対
策
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
豪
雨
時

の
状
況
と
水
害
対

策
に
つ
い
て
伺
う

（
小
山
田
地
内
常
磐

道
橋
梁
下
た
め
池

周
辺
）。

Ａ
【
建
設
部
長
】

　
乙
戸
沼
の
上
流
周
辺
地
域

は
、
一
帯
が
ほ
ぼ
平
坦
な
地

区
で
、
一
部
水
田
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
以
外
は
荒
れ

地
の
状
態
で
あ
っ
た
。
昭
和

40
年
代
に
住
宅
・
都
市
整
備

公
団
に
よ
り
乙
戸
沼
の
上
流

部
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
昭
和

60
年
代
に
は
中
村
西
根
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
卸

町
と
し
て
整
備
さ
れ
現
在
の

形
と
な
っ
て
い
る
。

　
豪
雨
時
の
状
況
で
あ
る
が
、

近
年
の
宅
地
化
の
進
行
に
よ

り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
時

に
周
辺
の
道
路
や
農
地
、
小

山
田
地
内
の
た
め
池
な
ど
に

お
い
て
、
冠
水
が
頻
繁
に
発

生
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
水
害
の
対
策
と
し

て
、
卸
町
地
内
の
雨
水
排
水

は
卸
町
１
丁
目
の
調
整
池
で

流
量
調
整
を
行
っ
た
う
え
で

乙
戸
沼
へ
排
水
、
そ
の
他
の

周
辺
地
区
の
雨
水
排
水
に
つ

い
て
は
、
流
量
調
整
が
で
き

な
い
常
磐
自
動
車
道
橋
梁
下

の
た
め
池
に
一
旦
集
め
ら

れ
、
水
路
を
介
し
て
乙
戸
沼

に
流
入
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
た
め
池
は

標
高
的
に
乙
戸
沼
と
同
じ
レ

ベ
ル
で
あ
り
、
乙
戸
沼
の
水

位
を
下
げ
な
い
と
た
め
池
内

に
貯
留
さ
れ
た
雨
水
の
排
水

が
困
難
と
な
る
。
そ
の
た
め

に
は
茨
城
県
が
管
理
す
る
乙

戸
川
と
の
間
に
設
置
さ
れ
て

い
る
止
水
堰

を
下
げ
る
必

要
が
あ
る

が
、
こ
の
調

整
は
土
浦
市

外
十
五
ヵ
町

村
土
地
改
良

区
が
行
っ
て

い
る
こ
と
か

ら
、
土
地
改

良
区
と
綿
密

な
協
議
を
し

た
い
。

　
な
お
、
こ

の
た
め
池
に

は
常
磐
道
か

ら
の
雨
水
が

直
接
流
入
し

て
い
る
こ
と

か
ら
、
東
日

本
高
速
道
路

㈱
に
対
し
、
流
量
を
調
整
す

る
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望

し
た
い
。

　
抜
本
的
に
は
乙
戸
川
の
早

期
改
修
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
管
理

者
で
あ
る
茨
城
県
に
対
し
強

く
要
望
し
た
い
。

下　村　壽　郎

協
働
事
業
の
実
施
な
ど
様
々

な
防
犯
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
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Ａ
【
都
市
整
備
部
長
】

　
新
治
バ
ス
は
新
治
地
区
に

お
い
て
東
城
寺
方
面
、
永

井
・
本
郷
方
面
、
田
土
部
方

面
へ
の
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ

れ
、
公
共
交
通
不
便
地
域
が 鈴　木　一　彦

Ｑ
　
新
治
バ
ス
試
験

運
行
の
結
果
を
ふ

ま
え
、
今
後
、
公
共

交
通
の
確
保
・
維

持
す
る
た
め
に
市

と
し
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る

か
。

拡
大
し
た
中
で
、
高
齢
者
の

買
い
物
や
医
療
機
関
へ
の
通

院
、
東
筑
波
新
治
工
業
団
地

勤
務
者
の
通
勤
手
段
等
の
課

題
解
消
を
目
的
に
導
入
し

た
。

　
し
か
し
、
利
用
者
は
１
便

あ
た
り
約
１
人
の
乗
車
と
、

見
込
み
の
利
用
者
数
を
大
き

く
下
回
っ
た
た
め
、
平
成
26

年
３
月
に
試
験
運
行
を
終
了

し
、
本
格
運
行
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
運

行
結
果
を
検
証
し
、
「
公
募

期
間
が
短
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
に
関
す
る
周
知
が

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
」

「
運
営
委
員
が
１
年
で
代
わ

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
継
続
的

な
運
営
に
支
障
が
あ
っ
た
こ

と
」
「
路
線
数
が
多
く
運
行

頻
度
が
少
な
い
こ
と
」
な
ど

の
課
題
を
見
出
し
た
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
を

解
消
す
る
た
め
、
「
一
定
の

期
間
を
設
け
た
公
募
で
は
な

く
、
常
時
相
談
で
き
る
体
制

と
し
て
、
地
域
の
機
運
醸

成
、
合
意
形
成
の
期
間
を
十

分
確
保
す
る
こ
と
」
「
運
営

委
員
の
任
期
を
２
年
以
上
と

し
、
委
員
の
継
続
性
を
確
保

す
る
こ
と
」
「
路
線
数
を
１

も
し
く
は
２
路
線
、
路
線
の

長
さ
を
約
10
㎞
、
１
便
約
30

分
以
内
と
し
、
運
行
便
数
を

確
保
す
る
こ
と
」
な
ど
新
治

バ
ス
試
験
運
行
結
果
を
ふ
ま

え
た
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
導
入

の
手
引
き
」
を
平
成
26
年
度

に
作
成
し
た
。

Ａ
【
市
長
】

　
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
は

平
成
16
年
４
月
に
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
霞
ヶ
浦

医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足

し
、
二
次
救
急
か
ら
在
宅
医

療
に
至
る
ま
で
、
地
域
医
療

を
展
開
し
て
い
る
基
幹
病
院

で
あ
る
。

　
平
成
24
年
に
は
よ
り
一
層

の
機
能
充
実
を
図
る
た
め
に

寄
附
講
座
が
開
設
さ
れ
た
。

　
そ
の
内
容
と
実
績
で
あ
る

が
、
平
成
23
年
12
月
に
筑
波

大
学
、
国
立
病
院
機
構
及
び

本
市
の
３
者
で
協
定
を
締
結

し
、
翌
年
４
月
に
同
大
学
か

ら
医
師
３
名
が
、
活
動
拠
点

施
設
で
あ
る
霞
ヶ
浦
医
療
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
た
「
筑

波
大
学
附
属
病
院
土
浦
市
地

域
臨
床
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
派
遣
さ
れ
、
診
療
を

開
始
し
、
24
年
度
に
は
寄
附

講
座
に
関
連
し
た
高
度
医
療

機
器
の
購
入
経
費
を
寄
付
し
、

同
病
院
の
機
能
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

　
27
年
４
月
に
は
、
二
次
救

急
医
療
体
制
の
整
備
や
教
育

体
制
を
整
え
る
た
め
、
医
師

２
名
を
増
員
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
「
セ
ン
タ
ー
」
に

格
上
げ
す
る
こ
と
で
、
当
該

寄
附
講
座
の
機
能
強
化
を
図

り
、
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
て
い
る
。

松　本　茂　男

Ｑ
　
霞
ヶ
浦
医
療
セ

ン
タ
ー
に
対
す
る

今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

　
成
果
は
、
診
療
科
目
と
し

て
神
経
内
科
・
腎
臓
内
科
・

代
謝
内
科
・
血
液
内
科
・
整

形
外
科
・
脳
神
経
外
科
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
病

理
診
断
科
が
新
た
に
設
置
さ

れ
、
１
日
の
平
均
患
者
数
に

つ
い
て
寄
附
講
座
開
始
前
と

比
較
す
る
と
、
入
院
患
者
が

140
人
か
ら
170
人
、
外
来
患
者

数
が
290
人
か
ら
450
人
、
救
急

搬
送
受
入
数
は
210
人
か
ら
640

人
と
大
幅
に
増
え
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
手
術
や

救
急
患
者
に
対
応
す
る
急
性

期
医
療
を
経
過
し
た
患
者
の

在
宅
復
帰
支
援
を
行
う
病
床

の
確
保
の
た
め
の
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
の
設
置
を
計
画

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
市
で
は
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
拠
点
事
業
を
推
進
し

て
お
り
、
そ
の
後
方
支
援
拠

点
病
院
と
し
て
霞
ヶ
浦
医
療

セ
ン
タ
ー
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
寄
附

講
座
の
設
置
期
間
は
平
成
29

年
３
月
で
満
了
す
る
が
、
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

促
進
の
た
め
、
当
面
、
寄
附

講
座
の
延
長
を
含
め
、
市
民
、

霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
に

と
っ
て
も
最
大
限
の
効
果
が

上
が
る
方
策
を
検
討
し
て
、

支
援
策
を
講
じ
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
少
子
化
対
策
、
婚
活
支
援

事
業
に
つ
い
て

Ａ
【
教
育
部
長
】

　
新
治
運
動
公
園
は
、
野
球

場
・
多
目
的
広
場
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
天
然
芝
の
張
ら
れ

た
こ
ど
も
広
場
を
備
え
、
年

間
を
通
し
て
土
浦
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
は
じ
め
、
少
年
野
球

や
少
年
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
大

会
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　
サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
つ
い

て
は
練
習
す
る
場
所
が
少
な

い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
な
ど
か
ら
も
、

た
び
た
び
多
目
的
広
場
を

サ
ッ
カ
ー
で
使
い
や
す
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
し
て
も
ら
い
た

い
旨
の
要
望
を
受
け
て
い
る 栁　澤　　明

Ｑ
　
川
口
、
常
名
、
新

治
運
動
公
園
（
特
に

サ
ッ
カ
ー
場
）
の
機

能
分
担
に
つ
い
て

伺
う
。

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
多
目
的
広
場
の
現
状
は
、

強
風
が
吹
い
た
際
に
砂
ぼ
こ

り
が
舞
い
や
す
い
こ
と
や
、

水
は
け
の
悪
さ
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
人
工
芝
生
化
も
含

め
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、

サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
９

月
か
ら
暫
定
利
用
を
開
始
し

た
乙
戸
・
中
村
西
根
地
区
の

運
動
広
場
ほ
か
、
市
内
１

１
ヵ
所
の
市
の
施
設
で
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
運
動
公
園
隣
接
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
芝
生
広

場
及
び
駐
車
場
と
隣
接
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
運
動
広
場

な
ど
と
し
て
有
効
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
が
、
こ
の
土
地
は
山
林

で
あ
り
、
整
備
に
あ
た
っ
て

は
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

る
た
め
、
市
の
財
政
状
況
を

考
え
る
と
、
取
得
し
て
整
備

す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い

と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
は
、
川
口
運
動
公
園

や
常
名
運
動
公
園
と
の
機
能

の
分
担
な
ど
、
市
全
体
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
考

慮
し
た
う
え
で
、

サ
ッ
カ
ー
の
で
き

る
環
境
の
充
実
に

つ
い
て
は
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
新
治
運
動

公
園
多
目
的
広
場

の
検
討
に
着
手
し

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問

事
項
】

・
常
名
運
動
公
園

用
地
の
経
過
と

今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て

Ａ
【
産
業
部
長
】

　
本
市
に
お
い
て
は
特
に
新

治
地
区
の
山
裾
の
水
稲
農
家

と
果
樹
農
家
で
、
イ
ノ
シ
シ

を
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
や
ト
タ

ン
板
な
ど
の
侵
入
防
止
柵
の

ほ
か
電
気
柵
を
設
置
し
、
農

作
物
へ
の
被
害
防
除
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

　
現
状
把
握
で
あ
る
が
、
電

気
柵
の
設
置
は
、
農
業
共
済

の
補
助
金
を
受
け
て
設
置
し

て
い
る
農
家
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
茨
城
県
み
な
み
農
業
共

済
組
合
か
ら
情
報
を
提
供
し

て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
現
地
調

査
や
聞
き
込
み
調
査
に
よ
り

個
人
で
設
置
し
た
農
家
の
把

握
に
も
努
め
、
設
置
の
可
能

性
の
あ
る
農
家
は
２
３
戸
と

判
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
の
指
導
に
よ

り
電
気
柵
の
安
全
対
策
の
再

点
検
・
改
築
指
導
の
調
査
を

実
施
し
た
が
、
電
気
柵
は
農

作
物
の
生
育
等
に
合
わ
せ
設

置
と
撤
去
が
繰
り
返
さ
れ
る

た
め
、
調
査
し
た
７
月
末
時

点
で
は
ま
だ
設
置
に
は
早
い

時
期
で
も
あ
り
、
本
市
に
お

い
て
設
置
が
確
認
で
き
た
電

気
柵
は
６
ヵ
所
、
農
家
４
戸

で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
電
気
柵
は
い
ず

れ
も
国
の
安
全
対
策
の
基
準

を
満
た
し
て
お
り
、
安
全
性

が
確
認
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
現
状
を
ふ
ま

Ｑ
　
市
内
に
お
け
る

動
物
よ
け
の
電
気

柵
の
現
状
把
握
及

び
指
導
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　
こ
の
手
引
き
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
長

連
絡
調
整
会
で
の
説
明
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど

を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い

る
ほ
か
、
都
市
計
画
課
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
導
入
の
た

め
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
導
入
を
検
討

し
て
い
る
地
域
の
方
に
、
気

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

荒　井　　　武

え
、
今
後
の
指
導
対
策
で
あ

る
が
、
市
か
ら
の
指
導
に
つ

い
て
は
、
電
気
柵
を
設
置
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
調
査
を
実
施
し
た
23
戸
の

農
家
に
対
し
、
改
め
て
電
気

柵
設
置
基
準
を
説
明
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
安
全
対

策
へ
の
周
知
を
は
か
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
治
地
区
な
ど
電

気
柵
の
設
置
が
想
定
さ
れ
る

地
区
に
は
電
気
柵
の
適
正
管

理
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
回
覧
す
る
な
ど
、
改
め
て

電
気
柵
の
設
置
者
に
対
し
て

安
全
な
設
置
に
つ
い
て
周
知

徹
底
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
秋
の

収
穫
時
期
を
迎
え
設
置
箇
所

が
増
え
る
こ
と
が
十
分
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の

電
気
柵
を
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
９
月
中
旬
号

の
市
報
で
一
般
市
民
に
対
し

て
は
、
適
切
な
対
策
を
取
れ

ば
、
電
気
柵
の
安
全
性
は
確

保
さ
れ
て
い
る
が
、
危
険
性

を
伴
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
か

ら
む
や
み
に
触
れ
な
い
こ

と
、
ま
た
、
設
置
者
に
対
し

て
は
、
繰
り
返
し
法
令
に
基

づ
く
適
正
な
設
置
や
定
期
点

検
の
実
施
等
に
つ
い
て
周
知

す
る
予
定
で
お
り
、
安
全
対

策
に
つ
い
て
十
分
注
意
喚
起

を
図
り
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
土
砂
災
害
に
お
け
る
市
内

警
戒
区
域
調
査
及
び
避
難

勧
告
対
象
区
域
に
つ
い
て



○総務委員会（７月２８日～３０日）
視察先 視　察　内　容

石川県金沢市 大桑防災拠点広場について、金沢防災ドッ
トコムについて

富山県高岡市 消防救急救命ボランティアについて
富山県富山市 選ばれるまちづくり事業について

○都市建設委員会（８月４日～６日）
視察先 視　察　内　容

北海道網走市 下水から発生する汚泥の有効活用につい
て

北海道北見市 道の駅「おんねゆ温泉」管理運営事業に
ついて

北海道札幌市 札幌駅前通地下広場維持管理について

　
全
国
市
議
会
議
長
会
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
永

年
在
職
議
員
と
し
て
５
名
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
正
・
副
議
長
在
職
４
年
】全
国
・
茨
城
県
　
内
田
　
卓
男

【
副
議
長
在
職
４
年
】全
国
・
茨
城
県
　
　
　
寺
内
　
　
充

【
議
員
在
職
10
年
】全
国
　
　
　
　
　
　
　
　
栁
澤
　
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
口
　
　
清

【
議
員
在
職
８
年
】茨
城
県
　
　
　
　
　
　
　
篠
塚
　
昌
毅

◆
政
務
活
動
費
と
は…

議
員
の
調
査
研
究
や
そ
の
他

の
活
動
に
必
要
な
経
費
の
一

部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。

◆
交
付
額
は
い
く
ら
？

　
議
員
一
人
あ
た
り
月
額
２

万
５
千
円
、
年
額
で
30
万
円

で
す
。
複
数
人
で
結
成
さ
れ

て
い
る
会
派
の
場
合
、
こ
の

金
額
に
議
員
数
を
乗
じ
た
額

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◆
議
員
が
年
度
途
中
に
会
派

を
抜
け
た
場
合
や
新
た
に
結

成
し
た
場
合
の
扱
い
は
？

　
議
員
が
会
派
を
脱
退
し
た

場
合
、
脱
退
し
た
日
の
翌
月

分
か
ら
３
月
分
ま
で
を
返
還

し
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
新

風
会
で
１
名
の
議
員
が
11
月

に
脱
退
と
な
っ
た
た
め
、
12

月
か
ら
３
月
ま
で
の
４
ヵ
月

分
10
万
円
を
返
還
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
新
た
に
結
成
し
た

場
合
は
結
成
し
た
翌
月
か
ら

３
月
分
ま
で
の
額
が
交
付
さ

れ
ま
す
。（
26
年
度
に
新
た

な
会
派
結
成
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。）

◆
政
務
活
動
費
は
誰
が
管
理

し
て
い
る
の
？

　
経
理
担
当
者(

も
ち
ろ
ん

議
員
で
す)

を
会
派
の
中
に

置
き
管
理
し
て
お
り
、
次
年

度
の
４
月
末
ま
で
に
収
支
報

告
書
を
議
長
に
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
政
務
活
動
費
の
支

出
の
一
切
の
責
任
は
会
派
に

あ
り
ま
す
。

◆
政
務
活
動
費
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
経
費
と
は
？

　
先
進
地
へ
の
視
察
を
は
じ

め
と
す
る
調
査
研
究
や
研

修
、
広
報
、
各
種
会
議
へ
の

参
加
な
ど
の
経
費
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左

上
の
「
政
務
活
動
費
使
途
基

準
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
議
員

は
市
政
の
課
題
や
市
民
の
意

思
を
把
握
し
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
活
動
を
日
々

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
最
近
問
題
に
な
っ
た
政
務

活
動
費
。
土
浦
市
議
会
で
は

適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
は
あ
る

の
？

　
本
市
議
会
で
は
、
議
員
が

構
成
す
る
４
つ
の
委
員
会

（
総
務
・
文
教
厚
生
・
環
境

経
済
・
都
市
建
設
）
が
あ
り
、

そ
の
中
の
総
務
委
員
会
で
厳

正
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
、
議
長
に
も
政

務
活
動
費
が
適
正
に
運
用
さ

れ
て
い
る
か
調
査
を
す
る
権

利
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
収
支
報
告
書
を
見
る
こ
と

は
で
き
る
の
？

　
で
き
ま
す
。

　
情
報
公
開
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
の
で
、
市
役
所
の

情
報
公
開
室
で
所
定
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
前
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
新
し

い
議
員
っ
て
こ
ん
な
人
」
が
、
議

員
の
人
柄
が
わ
か
っ
て
い
い
！
と

好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
連
載
企

画
と
し
て
「
議
員
の
横
顔
」
と
い

う
名
称
で
議
員
を
紹
介
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
議
会
で

唯
一
の
議
員
２
期
目
と
な
る
平
石

勝
司
議
員
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

土
浦
市
へ
の
思
い
や
抱
負
を
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
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議 員 の
ＹＯ・ＫＯ・ＧＡ・Ｏ

【
自
己
ア
ピ
ー
ル
】

　
現
在
、
土
浦
市
議
会
の
中

で
最
年
少
議
員
で
す
。生
ま

れ
育
っ
た
土
浦
の
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
を
大
事
に
、
そ

し
て
声
を
市
政
に
届
け
る
た

め
に
奮
闘
中
で
す
！

【
１
期
目
を
ふ
り
返
っ
て
】

　
初
当
選
以
来
、
全
力
で
駆

け
抜
け
た
、
ア
ッ
と
い
う
間

の
４
年
間
で
し
た
。東
日
本

大
震
災
直
後
で
あ
っ
た
た
め
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。さ
ら
に
議
会
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

た
声
を
市
政
に
届
け
カ
タ
チ

に
し
よ
う
と
、
毎
回
一
般
質

問
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ

の
質
問
の
中
で
取
り
上
げ
た

も
の
が
実
現
で
き
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

【
土
浦
の
良
い
と
こ
ろ
】

　
土
浦
市
の
良
い
と
こ
ろ
と

言
え
ば
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
見
続

け
て
き
た
土
浦
全
国
花
火
競

技
大
会
で
す
。全
国
に
誇
れ

る
日
本
一
の
花
火
大
会
で
す
。

毎
年
約
70
万
人
が
土
浦
に
訪

れ
ま
す
。特
に
、
打
ち
上
げ
会

場
近
く
の
河
川
敷
な
ど
は
迫

力
満
点
で
す
。

平　石　勝　司

▲一般質問で登壇する平石議員

特集１特集１

【
土
浦
で
オ
ス
ス
メ
の
場
所
】

　
地
域
資
源
で
も
あ
り
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
霞
ヶ

浦
で
す
。
霞
ヶ
浦
湖
畔
に
広

が
る
レ
ン
コ
ン
の
田
園
風
景

や
花
バ
ス
な
ど
は
見
ど
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
春
に
は
桜
川

沿
い
や
亀
城
公
園
な
ど
の
桜

が
き
れ
い
で
す
。

【
２
期
目
を
迎
え
て
の
抱
負
】

　
い
ま
、
土
浦
市
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
、
大
き
な
転

換
点
を
迎
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。土
浦
ら
し
い
個
性
あ

ふ
れ
る
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
土
浦
市
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
の
政
策
実
現
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
活
力
あ
る
土
浦
へ
、

土
浦
の
未
来
の
た
め
に
、
若

い
力
で
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

【 会 派 視 察 一 覧 】
月 日 視察先 視察内容

6

24 岩手県
宮古市

復興の状況、震災復興計画
について

25 岩手県
陸前高田市 　　　　　　〃

26 岩手県
女川町 　　　　　　〃

【 会 派 視 察 一 覧 】
月 日 視察先 視察内容

4 28 東京都
千代田区

地方議員セミナー　子ど
も・子育て支援　新制度と
自治体行政

【 会 派 視 察 一 覧 】
月 日 視察先 視察内容

5

7 大分県
豊後高田市

昭和の町による賑わいの創
出について

8 佐賀県
多久市

市内の小中学校の一貫校同
時開校について

9 長崎県
長崎市

長崎さるくによる地域活性
化について

10

21 北海道
函館市

地域交流まちづくりセン
ターの概要について

22 北海道
千歳市

防災学習交流センター「そ
なえーる」について

23 北海道
小樽市

空き家・空地バンク制度、
議員定数についての協議に
ついて

【 収 支 報 告 書 】
収入 1,500,000 円
支出 896,805 円
　調査研究費 288,050 円
　資料購入費 496,909 円
　事務所費 111,846 円

残額 603,195 円

【 収 支 報 告 書 】
収入 300,000 円
支出 419,365 円
　研修費 19,420 円
　広報費 259,200 円
　会議費 103,600 円
　資料購入費 37,145 円

△自己負担額 119,365 円
残額 0 円

【 収 支 報 告 書 】
収入 300,000 円
支出 316,407 円
　広報費 207,252 円
　資料購入費 57,747 円
　事務所費 51,408 円

△自己負担額 16,407 円
残額 0 円

【 収 支 報 告 書 】
収入 300,000 円
支出 349,248 円
　広報費 349,248 円

△自己負担額 49,248 円
残額 0 円

【 収 支 報 告 書 】
収入 2,400,000 円
支出 1,914,732 円
　調査研究費 1,207,500 円
　資料購入費 593,080 円
　事務所費 114,152 円

残額 485,268 円

◎荒井　武、福田一夫、吉田千鶴子、白戸優子、○平石勝司

◎篠塚昌毅 ◎井坂正典 ◎柏村忠志

◎矢口迪夫、松本茂男、沼田義雄、内田卓男、川原場明朗、中川敬一、
矢口　清、○海老原一郎

◎＝会派代表者　○＝経理担当者



　
全
国
市
議
会
議
長
会
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
永

年
在
職
議
員
と
し
て
５
名
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
正
・
副
議
長
在
職
４
年
】全
国
・
茨
城
県
　
内
田
　
卓
男

【
副
議
長
在
職
４
年
】全
国
・
茨
城
県
　
　
　
寺
内
　
　
充

【
議
員
在
職
10
年
】全
国
　
　
　
　
　
　
　
　
栁
澤
　
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
口
　
　
清

【
議
員
在
職
８
年
】茨
城
県
　
　
　
　
　
　
　
篠
塚
　
昌
毅

◆
政
務
活
動
費
と
は…

議
員
の
調
査
研
究
や
そ
の
他

の
活
動
に
必
要
な
経
費
の
一

部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。

◆
交
付
額
は
い
く
ら
？

　
議
員
一
人
あ
た
り
月
額
２

万
５
千
円
、
年
額
で
30
万
円

で
す
。
複
数
人
で
結
成
さ
れ

て
い
る
会
派
の
場
合
、
こ
の

金
額
に
議
員
数
を
乗
じ
た
額

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◆
議
員
が
年
度
途
中
に
会
派

を
抜
け
た
場
合
や
新
た
に
結

成
し
た
場
合
の
扱
い
は
？

　
議
員
が
会
派
を
脱
退
し
た

場
合
、
脱
退
し
た
日
の
翌
月

分
か
ら
３
月
分
ま
で
を
返
還

し
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
新

風
会
で
１
名
の
議
員
が
11
月

に
脱
退
と
な
っ
た
た
め
、
12

月
か
ら
３
月
ま
で
の
４
ヵ
月

分
10
万
円
を
返
還
し
て
い
ま

す
。

　
ま
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、
新
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に
結
成
し
た

場
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結
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た
翌
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額
が
交
付
さ
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新
た

な
会
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あ
り
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せ
ん
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し
た
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務
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誰
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管
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な
ど
の
桜

が
き
れ
い
で
す
。

【
２
期
目
を
迎
え
て
の
抱
負
】

　
い
ま
、
土
浦
市
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
、
大
き
な
転

換
点
を
迎
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。土
浦
ら
し
い
個
性
あ

ふ
れ
る
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
土
浦
市
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
の
政
策
実
現
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
活
力
あ
る
土
浦
へ
、

土
浦
の
未
来
の
た
め
に
、
若

い
力
で
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

【 会 派 視 察 一 覧 】
月 日 視察先 視察内容

5
8

神奈川県
川崎市

大型ディスプレイを使用
した質問の実施について

東京都
府中市

府中市市民会館・中央図書
館複合施設整備事業につ
いて

9 東京都
稲城市

常任委員会特定所管事務
調査について

7

8 鳥取県
鳥取市 鳥取市若者会議について

9 鳥取県
境港市

境港・ハッピー赤ちゃん登
校日について

10 島根県
出雲市

教育委員会の改革につい
て

【 会 派 視 察 一 覧 】
月 日 視察先 視察内容

5 7 群馬県
高崎市 中核市の意向について

7

26

宮城県
仙台市

自治体学校 in 仙台　被災
地で学ぶホンモノの地方自
治ーわたしたちの震災復興

27

28

【 会 派 視 察 一 覧 】
月 日 視察先 視察内容

5

7 秋田県
秋田市

中心市街地活性化基本計画の概要につい
て

8 秋田県
仙北市 観光行政の概要について

9 岩手県
盛岡市 保育所民営計画について

7

8 北海道
室蘭市 まちなか再生プランについて

9 北海道
登別市 ごみ有料化を含めたごみ減量化について

10 北海道
白老町 空き店舗の活用について

10

20 熊本県
熊本市 公共交通政策（交通弱者対策）について

21 熊本県
八代市

バス路線の再編成・乗合タクシーについ
て

22 熊本県
玉名市 玉名２１の星事業について

2
16 静岡県

三島市 街中がせせらぎ事業について

17 静岡県
伊豆市 修善寺駅周辺整備事業について

【 収 支 報 告 書 】
収入 600,000 円
支出 616,242 円
　調査研究費 21,520 円
　研修費 57,060 円
　広報費 278,535 円
　広聴費 135,486 円
　資料作成費 5,240 円
　資料購入費 102,784 円
　事務所費 15,617 円
△自己負担額 16,242 円
残額 0 円

【 収 支 報 告 書 】
収入 1,400,000 円
支出 699,134 円
　調査研究費 247,782 円
　広報費 334,800 円
　資料購入費 86,400 円
　事務所費 30,152 円

残額 700,866 円

【 収 支 報 告 書 】
収入 1,500,000 円
支出 1,359,875 円
　調査研究費 1,123,300 円
　資料購入費 182,736 円
　事務所費 53,839 円

残額 140,125 円

所属議員：◎久松　猛、○古沢喜幸

◎安藤真理子 (11月まで )、◎柴原伊一郎 (12月から )、藤川富雄、
入江勇起夫、○鈴木一彦

◎寺内　充、折本　明、竹内　裕、○吉田博史、栁澤　明

【政務活動費使途基準】
項　目 内　　　　容 適　用　例
調査研究費 会派 ( 議員 ) が行う市の事務、地方行

財政等に関する調査研究 ( 視察 ) 及び
調査委託に関する経費

交通費、宿泊費

研　修　費 会派 ( 議員 ) が研修会を開催するため
に必要な経費、団体等が開催する研修
会の参加に要する経費

会場費、講師謝金、会費、
交通費、出席者負担金、宿
泊費

広　報　費 会派 ( 議員 ) が行う活動、市政につい
て住民に報告するために要する経費

広報紙・報告書印刷費、送
料

広　聴　費 会派 ( 議員 ) が行う住民からの市政及
び会派の活動に対する要望、意見の聴
取、住民相談等の活動に要する経費

会場費、印刷費

要請・陳情活動費 会派 ( 議員 ) が要請、陳情活動を行う
ために必要な経費

交通費、宿泊費

会　議　費 会派 ( 議員 ) 行う各種会議、団体等が
開催する意見交換会等各種会議への会
派 ( 議員 ) としての参加に要する経費

会場費、交通費、宿泊費

資料作成費 会派 ( 議員 ) が行う活動に必要な資料
の作成に要する経費

印刷製本費、翻訳料、リー
ス料

資料購入費 会派 ( 議員 ) が行う活動に必要な図書、
資料等の購入に要する経費

人　件　費 会派 ( 議員 ) が行う活動を補助する職
員を雇用する経費

事 務 所 費 会派 ( 議員 ) が行う活動に必要な事務
所の設置、管理に要する経費

事務機器購入費、リース料
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【市民のみなさまからのご意見募集！】
　広報広聴委員会では、みなさまに読んで
いただける議会だよりを作成するにあた
り、ご意見・ご要望を募集いたします。
「議員のココが知りたい」「こんな特集を
組んでほしい」という事項がありました
ら、下記までお寄せください。

〒３００―８６８６　
土浦市大和町９番１号　土浦市議会事務局
ＦＡＸ：０２９―８２６―３３７９
また、メールの場合は、土浦市議会ホーム
ページの「お問い合わせ」の中の「お問い
合わせフォーム」から送信願います。

　【編
集
後
記
】

　
秋
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
思
い

出
す
。
小
学
生
の
頃
、
東
京

五
輪
マ
ラ
ソ
ン
円
谷
選
手
が

ゴ
ー
ル
直
前
に
抜
か
れ
、
や

は
り
負
け
る
の
か
と
悔
し

か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
湯
川
、
朝
永

両
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
し
、
日
本
人
も
出
来
る
ん

だ
と
元
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と

を
思
い
出
す
。

　
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
で
検
索

す
る
と
１
９
６
０
年
ノ
ー
ベ

ル
賞
候
補
だ
っ
た
故
西
島
和

彦
東
大
名
誉
教
授
は
土
浦
市

出
身
。
今
な
ら
受
賞
で
き
た

か
な
。

　
　
　
　
　
（
小
坂
　
博
）

広報広聴委員会

特集 2特集 2 新しくなった議会施設を紹介します！

正副議長室 議会図書室

会派室
（明政会）

第１委員会室

第２委員会室

第３委員会室

第４委員会室

会派室
（新風会）

会派室
（郁文会）

会派室
（創政会）

５ 階

立体駐車場

出入口 議　場

議会応接室 議会事務局

一般質問で
一問一答方
式も採用で
きることか
ら、一 問 一
答用の質問
席を設置し
ました。

議場内には
出席議員や
発言残時間
が一目でわ
か る モ ニ
ターを設置
しました。

会派室
（公明党土浦市議団）

会派室
（日本共産党土浦市議団）

会派室
（市政を考える会）

傍聴席

第2・３・４委員会室

これまでの会議録や市政概要な
ど、議会関係の書籍を収蔵して
います。

本市議会には常任委員
会が４つあり、同時開
催が可能となるよう委
員会室を４部屋設けて
います。こちらは、常
任委員会や特別委員会
など少人数の会議や打
ち合わせに使用します

傍聴席は４６席あります。議席と
の高低差が少なくなりましたの
で、議場全体を見渡せるようにな
りました。（前の部分は記者席）

車いすをご使用の方でも傍聴でき
るよう、スロープを設置しました。

議会事務局を通過した左側に歴
代副議長の写真を掲示していま
す。

　全員協議会や人数の多い会議な
どで使用する、委員会室の中で１
番広い部屋です。広い部屋でも発
言が室内全体に届くよう、席に常
設のマイクが設置されています。

会派の打ち合わせや定例会中の控
室となっています（写真は郁文会
の会派室）。

議長が公務を行う際に使用する部
屋です。

歴代議長の写真を
掲示しています。

第１委員会室

会派室

場内の様子を見ることができます。傍聴
席に入るのはちょっと・・・、という方
はこちらでご覧になっては！？

２台可能です。

車いす設置スペース

～お知らせ①～
　次回定例会は、新しくなった
議場での最初の定例会となりま
す。以前の議場と比べコンパク
トになった分、議員が間近に見
え、心の距離も近くなると思い
ます。
　議会改革を唱え、それに向かっ
て歩む土浦市議会の定例会を生
でご覧いただきたいと思います。
ぜひ足をお運びください。

～お知らせ②～
　インターネットからも市議会
の模様を見ることができます。
土浦市ホームページから「土浦
市議会事務局」→「本会議録画配
信」を選択し検索してください。

第４回定例会日程
日 曜 開議時間

11/20 金 午前 10 時 招集告示・議会運営委員会
21 土
22 日
23 月
24 火 一般質問通告受付
25 水 一般質問通告締め切り
26 木
27 金 請願・陳情受付締め切り
28 土
29 日
30 月

12/1 火 午前 10 時 本会議（招集日）
2 水
3 木
4 金
5 土
6 日
7 月 午前 10 時 本会議（一般質問）・議案質疑締め切り
8 火 午前 10 時 本会議（一般質問）
9 水 午前 10 時 本会議（一般質問・議案質疑）

10 木

休　会（常任委員会）
討論通告締め切り（委員会終了翌日）

11 金
12 土
13 日
14 月
15 火 午前 10 時 本会議（最終日）


